
木
ノ
内
理
事
長
は
、
長

年
に
わ
た
り
県
山
岳
連
盟

の
理
事
長
と
し
て
、
組
織

の
円
滑
な
運
営
と
強
化
・

発
展
、
ス
ポ
ー
ツ
登
山
の

普
及
・
振
興
及
び
安
全
登

山
、
自
然
保
護
の
啓
蒙
指

導
に
尽
力
し
て
い
る
。
特

に
山
岳
競
技
の
普
及
・
発

展
に
お
い
て
は
、
自
ら
国

体
選
手
、
監
督
、
総
監
督

と
し
て
国
体
に
出
場
す
る

と
共
に
日
体
協
公
認
上
級

コ
ー
チ
と
し
て
、
国
体
選

手
の
育
成
、
競
技
力
の
向

上
に
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
た
。

平
成
22
年
10
月
に
静
岡

県
で
開
催
さ
れ
た
第
49
回

全
日
本
登
山
体
育
大
会
で

は
、
主
管
団
体
と
し
て
会

場
地
（
富
士
山
周
辺
）
の

選
定
か
ら
コ
ー
ス
設
定
、

行
動
計
画
立
案
に
主
体
的

に
取
り
組
み
、
加
盟
団
体

の
協
力
体
制
を
整
え
、
従

来
に
な
い
自
然
保
護
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
取
り
入
れ
た

大
会
と
し
て
参
加
者
か
ら

好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

静
岡
国
体
に
続
く
全
国
大

会
を
成
功
に
導
い
た
功
績

に
よ
り
、
6
月
21
日
県
体

育
協
会
体
育
賞
の
功
労
賞

を
受
賞
し
た
。
（
滝
田
）

南
ア
ル
プ
ス
の
夏
山
相

談
所
が
、
７
月
13
日
か
ら

９
月
１
日
ま
で
の
51
日
間
、

畑
薙
臨
時
薙
駐
車
場
で
開

設
さ
れ
た
。

県
遭
対
協
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
県
岳
連
か
ら
指

導
員
を
派
遣
し
井
川
山
岳

会
の
会
員
と
共
に
、
登
山

者
の
相
談
、
指
導
及
び
天

候
の
状
態
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
い
、
安
全
登
山
の

一
翼
を
担
っ
た
。

今
年
の
夏
山
は
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
と
、
道
路

が
工
事
中
で
通
行
制
限
は

あ
る
が
復
旧
し
、
バ
ス
が

静
岡
か
ら
入
り
例
年
よ
り

多
く
の
登
山
者
が
入
山
し

た
。
仮
集
計
で
は
あ
る
が
、

過
去
最
高
の
登
下
山
者
８

５
０
０
人
を
上
回
っ
た
。

事
故
は
、
千
枚
小
屋
の
下

で
行
方
不
明
者
が
お
り
、

聖
岳
で
病
死
し
た
方
等
が

い
た
。

（
滝
田
）

６
月
17
日
（
月
）
静
岡

労
政
会
館
で
常
任
理
事
会

が
開
催
さ
れ
た
。
会
長
他

18
名
の
出
席
者
で
あ
っ
た
。

滝
田
会
長
か
ら
平
成
25

年
度
の
行
事
計
画
が
決
ま

り
、
夏
に
向
け
事
業
を
具

体
的
に
化
進
め
て
ほ
し
い
。

今
年
は
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
を
静
岡
が
担
当
し
、

少
年
少
女
登
山
教
室
、
一

般
向
け
登
山
教
室
等
の
計

画
も
あ
る
の
で
、
加
盟
団

体
会
員
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
と
挨
拶
が
あ
っ

た
。

議
題

(1)
各
委
員
会
の
報
告

・
準
指
導
員
の
身
分
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

(2)
各
委
員
会
の
事
業
計
画

①
指
導
委
員
会

・
検
定
員
に
つ
い
て
、
当

岳
連
に
無
雪
期
の
検
定
員

が
１
名
認
定
さ
れ
た
。
積

雪
期
の
検
定
員
を
今
冬
受

講・

少

年

少
女

登

山

教

室

「
富
士
山
登
山
」
を
８
月

に
開
催
。

・
一
般
登
山
教
室
「
白
馬

岳
に
登
ろ
う
！
」
を
８
月

に
開
催
。

・
冬
山
登
山
講
習
会

平
成
26
年
２
月
1
日
～
２

日②
国
対
委
員
会

・
第
34
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
つ
い
て

③
遭
対
委
員
会

な
し

④
海
外
委
員
会

日
山
協
・

総
会
に
つ
い
て

(3)
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
つ
い
て

①
担
当
地
区
は
東
部
ブ
ロ
ッ

ク②
期
日
平
成
25
年
9
月
7

日
～
８
日

③
コ
ー
ス
・
日
程

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス

JR
吉
原
駅
～
富
士
山
麓

山
の
村
（
泊
）
～
宝
永
周

遊
道
・
６
合
目
～
吉
原
駅

Ｃ
コ
ー
ス
（
日
帰
り
コ
ー

ス
８
日
）

富
士
宮
駅
～
宝
永
周
遊

道
・
６
合
目
～
富
士
宮
駅

(4)
東
京
国
体
（
山
岳
競
技
）

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
つ

い
て期

日
７
月
20
日
～
21
日

会
場
・
浜
松
ス
ク
エ
ア

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
20
日
）
・B

・S
P
O
T

（
21
日
）

☆
運
営
員
・
そ
の
他
協
力

者
・
応
援
者
募
集

・
競
技
順

少
年
女
子
①

三
重
②
静
岡
③
岐
阜
④
愛

知

少
年
男
子
①
愛
知
②

三
重
③
静
岡
④
岐
阜

成

年
女
子
①
岐
阜
②
三
重
③

愛
知
④
静
岡

(5)

少
年
少
女
登
山
教
室

（
日
山
協
主
催
）
主
管

静
岡
岳
連

期
日

８
月
21
日
～
22
日

対
象
者
は
小
学
校
高
学

年
（
中
１
を
含
）
と
そ
の

保
護
者
20
組

21
日

富
士
宮
駅
～
富

士
山
麓
山
の
村
（
泊
）

22
日

富
士
山
麓
山
の

村
～
富
士
宮
口
新
５
合
目

～
富
士
山
頂
～
富
士
宮
口

新

５

合

目

～
富

士

宮

駅

（
解
散
）

(6)
一
般
登
山
教
室
「
白
馬

岳
に
登
ろ
う
！
」

期
日
８
月
３
日
～
４
日

募
集
人
員
は
一
般
成
人

10
～
20
人

内
容

座
学
を
２
回
・

低
山
登
山
を
１
回
体
験
し

た
後
、
白
馬
登
山
を
実
施
。

(7)
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

・
昨
年
と
同
じ
内
容
で
、

３
５
０
部
作
成
、
９
月
に

出
来
上
が
る
の
で
各
会
で

の
販
売
、
購
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

(8)
そ
の
他

・
木
ノ
内
理
事
長
が
、
６

月
21
日
に
県
体
協
か
ら
山

岳
関
係
の
業
績
に
対
し
功

労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・
準
指
導
員
に
つ
い
て

身
分
（
資
格
）
の
扱
い

に
つ
い
て
は
静
岡
県
山
岳

連
盟
の
内
で
は
、
公
認
指

導
員
に
準
ず
る
こ
と
と
し

ま
す
。

（
前
川
）

第
34
回
国
民
体
育
大
会

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、

静
岡
を
開
催
県
と
し
て
、

リ
ー
ド
競
技
は
７
月
20
日

浜
松
ス
ク
エ
ア
で
、
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
競
技
は
、
21
日

浜
松
市
の
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ

に
て
実
施
さ
れ
た
。
今
年

開
催
す
る
東
京
国
体
に
は

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
成
女

が
１
枠
、
少
男
が
２
枠
、

少
女
が
１
枠
の
代
表
枠
を

目
指
し
て
白
熱
し
た
競
技

が
行
わ
れ
た
。

開
会
式
に
引
き
続
き
、

初
日
の
リ
ー
ド
競
技
は
、

浜
松
ス
ク
エ
ア
の
メ
イ
ン

壁
で
展
開
さ
れ
た
。
少
年

男
子
は
、
６
分
間
の
競
技

時
間
で
、
十
分
な
レ
ス
ト

の
で
き
な
い
足
使
い
の
難

し
い
ル
ー
ト
で
13
ｂ
。
静

岡
は
、
一
番
手
の
田
邉
が

順
調
に
最
終
ル
ー
フ
下
ま

で
到
達
し
、
終
了
点
手
前

ま
で
登
り
（
個
人
順
位
１

位
）
、
鈴
木
正
信
は
そ
の

１
手
ほ
ど
手
前
で
フ
ォ
ー

ル
し
て
（
個
人
順
位
３
位
）

で
１
位
。
２
位
に
岐
阜
が

続
い
た
が
、
岐
阜
県
の
選

手
の
ク
リ
ッ
プ
ミ
ス
が
無

け
れ
ば
順
位
は
入
れ
替
わ
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

少
年
女
子
は
三
重
県
の
田

嶋
を
筆
頭
に
、
全
国
的
に

力
の
あ
る
選
手
が
そ
ろ
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
。
ル
ー
ト
は

ト
ラ
バ
ー
ス
の
あ
る
長
い

ル
ー
ト
で
13
ａ
で
競
技
時

間
は
８
分
。
少
年
女
子
の

北
脇
は
ト
ラ
バ
ー
ス
を
終

え
、
第
２
ル
ー
フ
の
途
中

で
フ
ォ
ー
ル
（
個
人
順
位

６
位
）
、
中
村
は
、
最
終

ル
ー
フ
の
遠
い
ホ
ー
ル
ド

を
取
り
に
行
く
と
こ
ろ
ま

で
手
を
伸
ば
し
（
個
人
順

位
２
位
）
、
三
重
に
続
い

て
２
位
で
こ
の
日
を
終
え

た
。
成
年
女
子
は
、
少
年

女
子
と
同
ル
ー
ト
で
渡
辺

が
ト
ラ
バ
ー
ス
を
終
え
る

と
こ
ろ
で
（
個
人
順
位
４

位
）
、
望
月
が
第
２
ル
ー

フ

の

途
中

で

フ
ォ

ー

ル

（
個
人
順
位
３
位
）
し
３

位
で
終
え
た
。

二
日
目
の
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
競
技
は
、
４
課
題
を

２
課
題
ず
つ
チ
ー
ム
戦
で
、

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
方
式

（
国
体
方
式
で
、
２
課
題

２
人
で
の
ト
ラ
イ
→
休
み

→
別
２
課
題
２
人
で
の
ト

ラ
イ
で
、
チ
ー
ム
で
の
成

績
を
競
う
）
で
行
わ
れ
た
。

静
岡
県
の
少
年
男
子
は
、

田
邉
・
鈴
木
は
第
1
課
題

と
第
３
課
題
を
完
登
し
た

が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ラ

ン
ジ
の
あ
る
第
２
課
題
と

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
な
第
４
課

題
を
登
れ
ず
両
名
で
完
登

数
４
で
、
完
登
数
７
と
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
で
強
さ
を
見

せ
た
岐
阜
に
次
い
で
２
位

と
な
っ
た
。

少
年
女
子
は
、
北
脇
が

第
２
・
第
４
課
題
、
中
村

が
第
２
課
題
を
登
っ
た
が
、

完
登
数
４
の
三
重
に
は
及

ば
ず
２
位
と
な
っ
た
。
成

年
女
子
は
、
望
月
が
第
２

課
題
を
登
る
に
と
ど
ま
り

３
位
で
あ
っ
た
。

静
岡
県
の
総
合
順
位
は

少
年
男
子
と
女
子
が
２
位
、

成
年
女
子
が
３
位
で
、
少

年
男
子
が
本
国
体
の
出
場

権
を
得
た
。
本
国
体
で
は
、

リ
ー
ド
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

の
双
方
で
入
賞
を
期
待
し

た
い
。

今
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
お
い
て
は
、
施
設
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
浜

松
ス
ク
エ
ア
及
び
Ｂ
・
Ｓ

Ｐ
Ｏ
Ｔ
の
各
施
設
、
ル
ー

ト
セ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
大

会
当
日
の
選
手
へ
の
対
応

ま
で
し
て
い
た
だ
い
た
チ
ー

フ
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー
の
大

山
さ
ん
、
そ
し
て
暑
い
中

競
技
運
営
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
県
岳
連
の
皆
様

に
は
、
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
諸
戸
）

（１） 第６号 宝 永 平成２５年９月２日(月) （４） 第６号 宝 永 平成２５年９月２日(月)

少
男
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大
会
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場
決
ま
る
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静

岡
県
岳

連
の
担

当
で
開

催

白

熱
し

た
競
技

を
展
開

第
34
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

浜
松
市

木
ノ
内
理
事
長
「功
労
賞
」受
賞

岳 連
ニュース

URL:http://www.sh izuokakensangakulenmei.com/

６
月
常
任
理
事
会

初
日
は
リ
ー
ド
競
技

二
日
目
は
ボ
ル
ダ
競
技

少
男
国
体
出
場
権
獲
得

南
ア
夏
山
相
談
所
開
設

畑
薙
臨
時
駐
車
場



手 数 ｐ順 位 ｔ順 位 完 登 計 Ｂ 1計 B2計 p順 位 ｔ順 位
t順 位
計 順 位

渡 辺 亜 梨 沙 25 4 4 4 4 6
望 月 香 菜 子 29 3 3 3 3 4
三 浦 真 理 子 29 2 4 4 4 3
大 羽 　望 未 25 4 3 3 3 2

―
― 1

水 口 　　僚 43 1 4 4 4 1
西 部 　佳 代 24 6 3 3 3 5

田 邉 匤 律 40 1 4 4 4 3
鈴 木 正 信 39 3 3 3 3 4
長 谷 川 拓 海 27 4 4 4 4 6
長 谷 川 寛 太 18 5 3 3 3 5
伊 藤 大 和 9 7 4 4 4 7
菅 原 拓 馬 2 8 3 3 3 7
亀 山 凌 平 14 6 4 4 4 1
日 比 野 良 祐 39 2 3 3 3 2

北 脇 順 子 30 6 4 4 4 1
中 村 祐 香 梨 38 2 3 3 3 6
大 場 美 和 36 4 4 4 4 3
桑 岡 真 凛 31 5 3 3 3 7
田 嶋 あいか 44 1 4 4 4 4
義 村 　　萌 38 2 3 3 3 2
小 川 那 瑠 実 30 7 4 4 4 5
小 島 果 南 24 8 3 3 3 8

愛 知

三 重

岐 阜

成
年
女
子

静 岡

愛 知

三 重

岐 阜

3

1 1

少
年
女
子

静 岡

愛 知

三 重

岐 阜

少
年
男
子

静 岡

1

1 1

2 2

2

4

3

1

2

1

4

3

2

2

3

6

2

1

4 4

1

3

4

2

不 出 場

3 3

3

4

2

22

種 別 県 名 選 手 名
ボ ルダリングリー ド

3

8

総 合

8

3

4

6

4

3

6

（３） 第６号 宝 永 平成２５年９月２日(月)

今
年
度
の
新
し
い
試
み

と
し
て
、
県
民
対
象
の
夏

山
登
山
教
室
を
実
施
し
た
。

日
山
協
の
公
益
社
団
法
人

化
を
受
け
て
と
い
う
理
由

と
、
県
内
の
低
山
で
こ
こ

数
年
遭
難
事
故
が
多
発
し

て
い
て
、
岳
連
と
し
て
も

何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
ろ
う
と
い
う
思

い
か
ら
で
あ
っ
た
。

業
者
の
行
う
ツ
ァ
ー
で

は
な
い
。
教
室
へ
の
参
加

を
通
じ
て
、
山
の
基
本
を

学
ん
で
も
ら
う
の
が
目
的

な
の
で
、
そ
の
た
め
に
は

あ
る
程
度
の
継
続
性
が
大

切
で
あ
る
。
検
討
の
結
果
、

白
馬
岳
～
白
馬
鑓
ヶ
岳
縦

走
８
月
３
・
４
日
を
メ
イ

ン
と
し
、
そ
の
た
め
の
訓

練
と
し
て
、
安
倍
奥
の
山

伏
岳
～
大
谷
崩
の
日
帰
り

山
行
7
月
21
日
を
セ
ッ
ト

に

し

た

。

更

に

、

2

回

（
４
講
座
）
の
座
学
も
組

み
込
み
、
定
員
20
名
と
し

て
公
募
し
た
。

残
念
な
が
ら
参
加
者
は

わ
ず
か
8
名
に
と
ど
ま
り
、

少
々
残
念
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
代
わ
り
皆
さ
ん
大
変

意
欲
的
な
方
々
で
あ
っ
た
。

1
回
目
の
山
伏
岳
は
西

日
影
沢
か
ら
登
っ
て
大
谷

崩
か
ら
下
山
し
た
。
山
中

で
は
読
図
の
実
習
を
行
っ

た
。
山
伏
へ
は
登
っ
た
こ

と
の
あ
る
参
加
者
が
多
か
っ

た
が
、
き
ち
ん
と
し
た
読

図
は
や
は
り
あ
ま
り
経
験

が
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

西
日
影
沢
沿
い
の
ル
ー
ト

で
、
周
囲
の
地
形
と
地
形

図
と
を
照
合
す
る
作
業
を

み
っ
ち
り
と
行
っ
た
。

白
馬
岳
は
天
候
が
今
ひ

と
つ
で
は
あ
っ
た
が
、
大

雪
渓
の
雪
と
咲
き
乱
れ
る

花
々
に
、
皆
さ
ん
大
感
動

で
あ
っ
た
。

鑓
温
泉
経
由
で
下
山
し
た

が
、
時
間
の
関
係
で
こ
こ

で
の
入
浴
は
も
ち
ろ
ん
で

き
な
い
。
皆
さ
ん
残
念
が
っ

て
、
今
度
は
自
分
で
計
画

し
て
や
っ
て
来
た
い
と
、

そ
れ
ぞ
れ
話
題
に
し
て
い

た
。座

学
は
、
「
夏
山
の
基

本
装
備
と
使
い
方
」
「
読

図
の
基
本
を
知
る
」
「
夏

山
の
気
象
」
「
歩
行
技
術

と
安
全
対
策
」
と
い
う
四

つ
の
テ
ー
マ
で
行
っ
た
。

座
学
と
実
習
登
山
、
ど

ち
ら
も
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
大
変
意
欲
的
で
、
楽
し

く
充
実
し
た
教
室
と
な
っ

た
。
今
後
も
続
け
て
ほ
し

い
と
い
う
う
れ
し
い
声
も

何
人
か
か
ら
い
た
だ
い
た
。

応
募
者
の
少
な
か
っ
た

こ
と
は
、
今
後
へ
の
課
題

で
あ
る
。
今
回
の
参
加
者

は
、
新
聞
で
企
画
を
知
っ

た
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
。

一
方
、
登
山
用
具
店
に
置

か
せ
て
も
ら
っ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
た
と
い
う
人

は
一
人
だ
け
で
、
広
報
の

方
法
に
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
感
じ
た
。
来
年
度
に

向
け
て
、
早
速
検
討
を
始

め
た
い
。

（
小
田
）

第
16
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
大
会
が
今
年
も
富

山
県
南
砺
市
の
桜
ケ
池
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

８
月
10
日
～
12
日
に
行
わ

れ
た
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
、
ジ
ュ

ニ
ア
（
男
子
25
名
・
女
子

12
名
）
、
ユ
ー
ス
Ａ
（
男

子
43
名
・
女
子
28
名
）
、

ユ
ー
ス
Ｂ
（
男
子
30
名
女

子
31
名
）
、
ア
ン
ダ
ー
ユ
ー

ス
（
男
子
31
名
、
女
子
19

名
）
と
な
り
、
総
勢
２
１

９
名
の
ク
ラ
イ
マ
ー
で
競

技
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

静
岡
県
か
ら
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
で
男
子
（
田
邊

浜
松

日

体

高

）

１

名

、

女

子

（
渡
辺
、
望
月
、
い
ず
れ

も
富
士
宮
西
高
卒
）
２
名
、

ユ
ー
ス
Ａ
で
男
子
（
吉
田
、

鈴
木
、
伊
藤
、
西
沢
、
い

ず
れ
も
浜
松
日
体
高
）
４

名
、
女
子
（
北
脇

浜
松

日
体
高
）
１
名
、
ユ
ー
ス

Ｂ
で
女
子
（
中
村

浜
松

市
立
曳
馬
中
学
）
１
名
の

合
計
９
名
の
選
手
を
送
り

込
ん
だ
。

予
選
は
２
日
か
け
て
、
２

本
の
ル
ー
ト
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ

で
そ
れ
ぞ
れ
登
り
、
決
勝

進
出
者
を
決
め
た
。
男
子

は

向

か

っ

て

左

の

２

面

（
パ
タ
ー
ン
壁
と
据
付
壁
）

を
使
用
し
、
女
子
は
向
か
っ

て
右
の
２
面
（
パ
タ
ー
ン

壁
と
据
付
壁
）
を
使
用
し

た
。
こ
の
大
会
で
、
こ
の

使
用
の
仕
方
は
初
め
て
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
グ
レ
ー

ド
の
異
な
る
ル
ー
ト
で
あ
っ

た
が
、
下
部
で
消
耗
す
る

と
11
ｍ
か
ら
の
数
回
の
核

心
部
で
見
事
に
落
と
さ
れ

て
し
ま
う
も
の
で
あ
っ
た

り
、
局
部
的
に
ひ
ど
く
保

持
し
に
く
い
ホ
ー
ル
ド
を

使
用
し
て
あ
き
ら
か
に
フ
ォ
ー

ル
を
狙
っ
た
仕
上
げ
に
な
っ

て
い
た
。
予
選
の
結
果
は

中
村
が
３
位
（
女
子
ユ
ー

ス

Ｂ

）

、

北

脇

が

９

位

（
女
子
ユ
ー
ス
Ａ
）
、
鈴

木
が
８
位
、
吉
田
が
12
位
、

西
沢
が
18
位
、
伊
藤
が
28

位
（
男
子
ユ
ー
ス
Ａ
）
、

渡
辺
が
10
位
、
望
月
が
11

位
（
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
）
、

田
邊
が
３
位
（
男
子
ジ
ュ

ニ
ア
）
で
あ
っ
た
。
こ
の

結
果
、
中
村
、
北
脇
、
鈴

木
、
田
邊
が
決
勝
に
進
ん

だ
。
４
名
の
選
手
が
決
勝

に
進
ん
だ
の
は
初
め
て
で

あ
る
。

決
勝
は
す
べ
て
オ
ン
サ
イ

ト
方
式
と
な
っ
た
。
男
子

が
向
か
っ
て
右
、
女
子
が

左
の
壁
を
使
用
し
た
が
、

距
離
を
伸
ば
す
た
め
か
、

可
動
壁
を
か
な
り
倒
し
、

隣
の
据
付
型
の
壁
に
近
づ

け
て
、
通
称
「
渡
り
」
と

い
わ
れ
る
コ
ー
ス
で
あ
っ

た
。
男
女
と
も
渡
り
の
後

も
ク
ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
な
ど

の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
部
分
や

「
張
り
ぼ
て
」
か
ら
の
距

離
が
あ
っ
て
保
持
が
難
し

い
ホ
ー
ル
ド
へ
の
ト
ラ
イ

な
ど
、
難
度
の
高
い
も
の

と
な
っ
た
。

結
果
、
中
村
祐
香
梨
が

女
子
ユ
ー
ス
Ｂ

３
位
、

北
脇
順
子
が
女
子
ユ
ー
ス

Ａ

９
位
、
鈴
木
正
信
が

男
子
ユ
ー
ス
Ａ

８
位
、

田
邊
匡
律
が
男
子
ジ
ュ
ニ

ア

３
位
と
な
っ
た
。
特

に
中
村
、
田
邊
の
３
位
入

賞
は
立
派
で
あ
り
、
静
岡

県
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
界
に

と
っ
て
も
朗
報
と
な
っ
た
。

（
米
山
）

今
年
度
で
９
回
目
を
迎

え
た
「
小
中
学
生
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ

浜
松
大
会
」
が
、

７
月
７
日
に
ス
ク
エ
ア
ク

ラ

イ

ミ

ン

グ

セ

ン

タ

ー

（
浜
松
市
中
区
中
田
町
）

で
行
わ
れ
た
。
今
回
か
ら

内
容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

初
め
か
ら
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

大
会
の
形
式
を
と
っ
た
。

初
心
者
向
け
か
ら
経
験
者

ま
で
楽
し
め
る
課
題
を
用

意
し
て
、
全
10
課
題
の
成

績
で
順
位
を
競
い
合
っ
た
。

小
学
生
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

経
験
人
口
を
増
や
す
目
的

の
事
業
だ
が
、
す
そ
野
の

拡
大
は
な
か
な
か
難
し
い
。

来
年
も
開
催
予
定
だ
か
、

様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
て

参
加
者
の
増
加
を
目
指
し

た
い
。
そ
し
て
そ
の
中
か

ら
未
来
の
日
本
を
代
表
す

る
ク
ラ
イ
マ
ー
が
出
現
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
米
山
）

小
中
学
生
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
大
会
は
国
体
山
岳
競
技

に
お
け
る
優
秀
選
手
発
掘

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

は
競
技
の
性
格
上
、
若
年

層
か
ら
の
選
手
強
化
が
不

可
欠
で
あ
る
。
加
盟
団
体

の
皆
様
か
ら
も
強
化
選
手

候
補
者
の
情
報
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

白
馬
岳
登
山

夏
山
登
山
教
室

（２） 第６号 宝 永 平成２５年９月２日(月)

大
雪
渓
の
雪
と

花
々
に
感
動

日
山
協
公
益
法
人
化
を
受
け

第
１
回
目
は
山
伏
岳
へ

第
34
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
成
績

参
加
者
「
継
続
」
を
希
望

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

田
邊

中

村

３
位

第
９
回
小
中
学
生
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
形
式
で
実
施

優
秀
選
手
発
掘
に
は
参
加
者
の
増
加
が
課
題

（
右
端
が
田
邊
匡
律
選
手
）

（
右
端
が
中
村
祐
香
梨
選
手
）

浜
松

日
体

浜
松

曳
馬
中

（
大
雪
渓
を
登
る
）

（
山
頂
に
て
）


